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Modernization Forum 
National Conferenceに参加して

材料技術部 高分子材料担当主任研究員ク、1呆EB 梢且男

中小企業事業団の派遣で、平成 9年 4月20日-23

日に、米国ミズ リーfl・Iカンザスシティで開催された

The 1997 Modernization Forum National Confe-

renceに参加して、日本のプラスチ ック リサイ クルの

現状についての発表および日本の公設試を参考にク

リントン大統領が設置したManufacturingT echno-

logy Center (MTC、後述のMEPとも言う）に関す

る調査を行った。

4月18日午後に中小企業事業団において、中小企

旨を出し、 この日初めて同行者と会った。団長は荒

川守正氏（（財）大阪科学技術センターATAC運営

委員長）、中沢晃氏（長野県情報技術試験場長、情報

関連分野で発表）、安藤修氏（中小企業事

業団）、久保田（環境関連分野で発表）、

そしてカンザスシティで大高聡氏（中小

企業事業団、 ニューヨーク事務所長）が

合流し、計 5名であった。会議には中小

企業庁指導部技術課小島彰課長、 山形企

画班長、日下指導班長、中小企業事業団

情報 ・技術部技術 ・市場交流室金沢室長

が参加し、米国派遣の日程、目的、調査

事項、報告書作成分担等について話があ

り、小島課長から公設試の企業からの認 ；
t 

識は10%程度であり、危機感を持ってい

る。このフォーラムに参加し、 MTCとど

こが違うのか、どこを利用できるのか、

また日本でも今年はこのようなフォーラムを開催し

たいので開催のノウハウ等調査して欲しいとのこと

だった。

4月19日昼過ぎ成田を発ち、シカゴ経由で同日午

後 1時過 ぎカンザスシティに着くと、空港にはワグ

ナー美典さん （姉妹都市倉敷委員会会長）が迎えに

来ており、市内観光に連れて行って下さった。美典

さんからインディアン語でミズリーとはどろんこの

川、 カンザスとは燃える原っぱと説明があり、この

業国際技術交流促進事業の米国派遣について検討会 地で川 （多分ミシシッピー川 ）は北に曲がっている． があった。 3月中旬に急に話が来て履歴書、発表要 ので、西部開拓時代 (1940年代）は、ここで船を降

り、幌馬車でカンサス、ネブラスカ、ワイオミング、

アイダホを経てユタからカリフォルニアかオレゴン

に向かったとのことでした（約3,200km)。カンザス
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シティは山は全く見えなく、坂道の多い丘陵地で、

小麦の生産地で米国の中心よりやや南の穀倉地帯で

あり、倉敷と姉妹都市で、人口は約60万人、日本人

は200人ぐらいしかいない。気温は日本とほぼ同じで、

花が咲き乱れ、街路樹は新芽をふき、噴水の多い公

園のようなきれいな街でした。そしてトルーマン大

統領記念館とネルソン・アトキンズ美術館を案内し

て下さった。

Harry S.Trumanはミズリー州Lamarに1884年 5

月8日に生まれ、1901年にIndependenceHigh School 

を卒業した。そして紳士用品店を共同経営していた

が、弁護士資格を取りマフィアのボスの弁護士をし

ており、ポーカーはいかさまをするので仲間に入れ

てもらえなかったそうです。 1935~1945年ミズリ ー

、州選出の上院議員に

なり、 1945年 1月20

日~4月12日副大統

領、 1945年 4月12日

のFranklinDelano 

Roosevelけ令統領の死

により、副大統領よ

り合衆国大統領に就

任した。 1945年 5月

8日、 トルーマン61

オの誕生日にヨーロッ

パで戦勝 し、 8月6

日、 9日に日本に原

燥を投下したことで

有名である。そして日本は1945年 8月14日（米国時

間）に無条件降伏を受け入れた。また1950年 6月に

は朝鮮戦争に派兵している 。1953年 1月20日にアイ

ゼンハワー大統領が就任し、ワシントンD.Cを去り故

郷のインディペンデンスの生家に帰る。そして1972

年12月26日に88オで亡くなった。遺書には肉屋、パ

ン屋、散髪屋等の親しい人を葬式に呼んでくれとあ

り、政治家の名は無かったそうです。このようにト

ルーマンは庶民的で、まさにアメリカンドリームそ

のものの人だったようです。

ネルソン・アトキンズ美術館はカンザスシティの

地方紙KansasCity Starの創設者WilliamR.Nelson 

と土地を提供したMaryAtkinsの力により 1933年に

完成 し、中国、朝鮮、日本など東ア ジアの美術品の

コレク ションは約 2万点あるそうです。美術館は中

庭のある広い 2階建で、古代エジプト美術品から、

モネ、ルノアール、日本の襖絵、屏風も広い部屋に

多数展示されており、 2時間ほどではとても見て回

ることはできませんでした。そして中庭でケーキと

ジュースを頂いた時、美典さんはこの中庭は後で天

井を付けたので音が反射してうるさい、ここの会員

なので、宝くじが当たればここを改修したいと話し

てくれました。そしてこの地はモルモン教の発祥の

地で、分派した人たちがユダ州に行ったとのことで

す。キリスト降誕の地には日本人建築家設計の竜巻

を表したのか巻貝状の屋根の建物があった。そして

会場でもあるハイアットリージェンシィホテルによ

うやく 5時にチェ ックインした（時差ボケで眠い）。

4月20日は朝にフォーラム登録をすませ、午後は

会場であるハイアットリージェンシィホテル、ウエ

スティンホテルを下見し、クラウンセ ンター（この

2つのホテルを含むショッピングセンター）を散策

した。歌舞伎と言う日本食レストランがあり、 23日

夕食は空港でこの歌 ● 
舞伎のえびフライ入

りの豪華なおにぎ り

弁当を食べた。夜に

はオープニングディ

ナーレセプショ ン（立

食パーティ ）があ り

参加した。このフォー

ラムは全体的には国

際学会のような形式

だった。

4月21日は講演を

聞ぎに回 った 。本

フォーラムの参加者

は80機関、 1,100人以上で、約100セッション、 300人

以上の発表者、展示者になり、今回は第 5回である 。

プレコンファレンストレーニングセミナー、オリ

エンショーション、基調講演、展示会、表彰式およ

び発表会と盛りだくさんである。会場であるホテル

ヘ宿泊しての参加であり、ウエルカムレセプション 、

朝食、昼食を一緒にとる等お互いに知り合いになる

機会は多い。セッションでも発表形式はそれぞれ工

夫されており、聴衆参加型が多い。昼食の時、女性

の参加者が、多くの人と知り合いになり、情報交換

し、ネットワークを広げることか、参加の目的です

と言っていた様に、その機会は多い。講演内容等か

ら日本の公設試は依頼試験、技術相談、研究開発等

による技術的支援を行い地域中小企業の振興を図っ

ているのに対して、 MTCは市場開拓、製品開発（製

品設計）、生産工程管理、工程改善、品質管理、経営

管理（コスト計算）、教育、雇用等のコンサルタント

を行っており、大学は技術的支援、教育を受け持っ

ている。夜はチェアマンズレセプションがあり、イ

． 
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ギリス、カナダ、日本等の外国からの参加者が招待

され、米国側 も日本に来たり、滞在したことのある

方が参加して楽しく交流した。

4月22日は午前中は講演を聞き、午後は発表の準

備をし、英語では時間がオーバーするので、かなり

の部分を削り調整した。夜は日本側の招待で日米交

流会が持たれた。本フォーラムのジャ ックラ ッセル

委員長、副委員長他 5名が参加し、皆、親日家であ っ

た。私の右側のJudithW.Gastinisさんは中年の女性

で、ロチェスターエ科大学統合製造工業研究センター

(Center for Integrated Manufacturing Studies) 

副所長をしており、専門は印刷、日本のリコー社に

来たことがあり、妹が金沢工科大学に勤務しており、

歌舞伎を見た こと があるそうです。左側はジョージ

ア工科大学公共政策学部(Schoolof Public Policy) 

助教授のフィリ ップシャピラ博士で、日本の各地を

訪問したと話し、インターネ ッ トで調査研究し、そ

の結果を授業で話すそうです。ダグラス ・デヴロー

氏 (Douglas£.Devereaux)は日本に住んだことか

あり、大阪弁かやたらに上手で国立標準技術局(National

Institute of Standards and Technology、NIST)

Manufacturing Extension Partnership (MEP)の

地区責任者を勤め、南東部ヴァージニア、ルイジア

ナ、アーカンソー州の責任者である 。NISTは商務省

に属し、 3,000名勤務しているそうです。この夜も和

やかに交流した。

4月23日は、講演前に「製造工業におけるリサイ

クル ：再原料化と廃棄物削減」セッションの責任者

ダハティ氏（ク リー ンワシントンセンター所長）

と半時間はど打ち合わせをし、10時30分-12時まで、

講演、質疑応答、討論を行った。ダハティ氏は全般

的な話をし、 MaryFabien氏 （クリーンワシント ン

センター、 Recycling Technology Assistance 

Partnership、ManagingDirector)は高密度ポリエ

チレンの リサイ クルについて話した。次いで私は日

本のプラスチ ックリサイクル現状と指導事例につい

て話した。司会はKirsten Koepsel (テキサス大学、

オートメーション、ロボ ッ ト工学研究所、 Texas

Manufacturing Assistance Center)でした。各自 15

分間発表し、残り 45分は討論に使われ、 30名程度の

出席者で、十分討論ができ、最後は質問者が前に出

てきて名刺 を交換し話すことが出来た。

発表後、 TatuoSato医師 （現在定年退職、元カン

ザス大学医療センター病理学助教授）にエリザベス

テーラーがこちらに来ると必ずよるステーキハウス

に連れていって頂いた。大きい食堂と言った感じの

所で、その日はセクレタリーデイ（ボスが秘書を食

事に誘って良い日 ）でお客かい っぱいだった。サラ

ダ、パン付きのパティ リブが14.5ドルと安く、また

美味しかった。食事の後、スペイン風建築で統一さ

れた米国で最も古い (1922年に作られた）ショ ッピ

ングセンターのカント リー・ クラブ ・プラザに案内

して頂いた。約180はどの店、レストランかあるショ ッ

ピング街でインディアンの土産物店、皮革製品店、

衣料品店 （ここで綿のワイシャツを買ったが50ドル

程度、最高級綿ワイシャツで90ドルとやや安い）、高

級デパー トと回 ったが、男達ばかりであまり買い物

も無く、チョ コレート 屋でコーヒーを飲んで帰った。

23日夜、飛行機が 2時間程遅れ10時過ぎカンザス

シティを発ち、サンフランシスコで泊まり、 24日昼

過ぎサンフランシスコを発ち、成田経由で関空に夜

8時頃無事帰着した。
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インクジェットプリントに関する研究
生活産業部繊維染色担当研究員 L1J オこ う『 せi

平成 7年度から始まったニット集積活性化支援事

業は今年で 3年目を迎え 、最終年度を迎えるに至っ

たが、和歌山県工業技術センターが分担している研

究テーマのうち「インクジェットプリントのニ ット

生地への応用」についてその概略を報告する 。

①プリンター及ぴ作画機器

研究開始当初のプ リンターヘッ ドはオ ンディマン

ドタイプの ピエゾ素子を使用 しており 、そのノズル

径は約90μmであ った。各色に対し、 4穴のノズルが

使用されていたため、全部で16穴のノズルのみが備

わっていた。そのため、顔料と バインダーとによる

相溶性についてはそれほど問題もなく、ノズルの詰

まりが発生したり、インクが噴出不良を起こすこと

も少なかった。しかしながら、このノズル径では原

画であるデザインを極小な部分まで忠実に再現する

のは自ずと限界があった。また、原色としてシアン、

マゼンタ、 イエロー及びブラックの 4色に よる混合

色で各色を表現するのであるが、ニ ット生地に プリ

ントされる色濃度が全般的に低い傾向があった。特

にブラックに関してはその傾向が顕著であった。な

お、原画をスキャナーで読み取り、パソコン上でサ

イズや色調などを修正した後プリントするのである

が、色彩、濃度、明度、 DPIなどを任意に変換できる

機能も備わってはいなかった。これら 2点の問題を

解決するために、機器メーカーの協力のもとに機器

に改良を行った。 その結果各色 4穴のノズルが各色

12穴となるとともに、 ノズル径も約 3分の 1の30μm

程度となった［図ー 1参照］。作画システムに関して

もフォトショップ内での修正が可能となり、より詳

細な箇所の作画処理が行える様にな った。ちなみに、

濃度が低かったプラックについては最大で約 4倍の

濃度を得ることができた。

②顔料リキッド

ノズル径が約 3分の 1・となったとともにノズルの

〔図ー 1〕

数が12から48に変更されたので、ノズル詰まりが多

発した。そのためインクリキ ッドの構成剤とそれら

の構成比率などに関 して再検討を行う必要があった。

まずピグメン ト （顔料）に関 しては従来の通り A社

製のものを使用しているが、その平均粒子径はミク

ロンまたはサブミクロン程度の微粒子に変更 した。

バインダーに関してもピグメントとの相溶性を考慮

するとともに、他の添加剤についても、ニ ット生地

への濡れ性、均染性、枯性、乾燥性などを考慮し、

全く新しいレサイ プの構築を行った。特に吸い上げ

高さに着目 し、各 4色の吸い上げ高さを40mm-50mm

の一定の レベルに保てるように リキ ッドの調合を行

った。現在各色のpHによる影響を検証していると こ

ろである。

③効果及ぴ結果

最新のインク リキ ッドによるプリントは、JIS用の

綿100%使いのニット生地（インターロ ック組織／晒

し）を標準の被染体として使用し、プリント後ベイ

キング処理を実施し、定着を行っている 。その後の

耐洗濯堅牢度試験結果は下記に記す通りであり、そ

れぞれ高い試験結果を提示するに至った。

1) ドライ クリーニン グ（石油系）試験

・変退色： 4-5級

．汚染 ：綿 4-5級

羊毛 4-5級

2)洗濯試験

・変退色 ：4-5級

．汚染：綿 4-5級

羊毛 4-5級

3)摩擦試験

・乾 燥： 3-4級

．湿潤： 3級

④問題点及び今後の予定

綿100%のニット生地のプリントは、発色や洗濯堅

牢度試験において、ほぼ満足できる顔料リキッドの

レサイプの確立ができたと考えられる。同様にイン

クの経時的変化によるヘ ッドノズルでのイ ンク詰 ま

りの発生も目下見られずプリ ン ト工程も順調に行え

るようにな った。 しかしながら、化繊 との交編ニッ

ト生地や羊毛等へのプ リン トは、イ ンクの滲みによ

って均染し難いのみな らず、生地への定着が不十分

であるため、洗濯堅牢度にも大きな問題がある。こ

れらは顔料定着といった物理的限界によるところが

大きいと考えるが、今後においては、これらの問題

を少しでも解決する方策を探求していく予定である。

また、プリ ン ト方向がX方向であるために 、生地に

よっては均染されずに X方向に僅かな線とな って不

染部分が残る場合がある。これに関しても、インク

レサイプ面で補える部分が有るかどうかを検討し、

研究していく所存である 。

． 
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木質機能性材料の開発研究
材料技術部木質材料担当主査研究員 捐｝ 月を M {変

はじめに

平成 8-9年度技術開発研究費補助金事業として、「新

しい木材処理技術を用いた木質系材料の開発」の研

究に取り組んでいる 。

この研究は、和歌山県、北海道、奈良県の共同研

究であり、和歌山県は「新規木質処理剤の開発及び

熱処理による木質機能性材料の開発」、北海道は 「木

材高温乾燥の実用化技術の開発」、奈良県は「低毒性

薬剤による木材への高耐久性付与技術の確立」のテ

ーマで行っている 。

● 当所では化学技術部・精密化学担当と材料技術部 用途開発に向けた研究も行われている 。

． 

・木質材料担当が連携して開発研究を行っている 。

この開発研究の内容は大きく二つに分けられる 。

新規木質処理剤の開発

当センターで開発したフェルラ酸 （工場廃棄物か

ら有効物質を抽出する技術より得られた化成品）を

用いた、木質材料の処理剤の開発及びその用途開発

である 。

フェルラ酸が持っている抗菌作用、抗酸化作用、

紫外線吸収作用などの特性を活かして、木質材料に

対する新規処理剤の製品開発と評価試験を行う 。ま

た、フェルラ酸を基礎原料にして、有機合成的手法

により種々の有用な物質の開発も行う 。

熱処理による木質機能性材料の開発

木材は還元性雰囲気のもとで、室温から600℃まで

の範囲の熱変換をおこなうと、数段階の物質変換過

程をたどって仮導管や細胞空隙を保持したまま固相

炭化し、ハードカーボン化する 。

その熱変換の温度、時間、 雰囲気等を変化させる

ことによ って、耐火性、耐熱性、耐酸性、電磁遮蔽

等の特長を持つ生成物が得られる 。しかし、その炭

化条件はまだ詳細に把握されていない。

環境保全、木材の長期利用、長期の炭素固定の立

場からも木質材料の熱変換メカニズムを解明するこ

とは重要である 。

また、和歌山県の代表的な林産物である木炭は燃

料としての用途から、最近では水質浄化、土壌改良、

調湿、吸着剤等の工業材料として注目され、新たな

当所では熱処理による木質機能性材料を開発する

ため次のような研究を行っている 。

① 低温域 (600℃まで）で、木材など有機材料を熱

変換によって炭化し、結晶構造の整った天然炭素材

料の基礎的特性について検討し、高機能複合材料へ

の適応の可能性を探る 。

② ①で得られた炭素材料の特性を活用し、気相・

液相環境浄化のための吸着材料としての用途拡大を

指向する 。

③ 将来工業的生産の可能性を有する新たな熱処理

法（砂浴法：耐熱性無機微粒子（砂）媒体中で木材

を熱処理する方法）等を用いて比較的低温度域の熱

処理法を検討し、薬剤処理における熱処理との関係

を検討する 。

おわりに

今後、当所木質材料担当として、異研究分野の先

端的技術を木材に活かし、産業界に利用できる新規

木質材料の開発に取り組んで行きたい。

図：木質機能性材料開発（構想図）
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生産システムのインテリジェント化の
現状と動向に関する調査研究

システム技術部機械システム担当研究員 坊tlご 脱ト 月Ij

I. はじめに

CAD/CAM/CAEなど設計におけるコンピュー

タ支援が一般化し、工場でもFAからCIMへとコンピ

ュータの利用が進んでいる 。インテリジェント生産

システム研究会(!)は全国公設試験研究機関の関連技

術研究者で構成されており、切削加工技術データベ

ースやCAEによる解析事例集を制作してきた。現在

は、前身のCAD/CAM研究会での成果とCAE及び

生産システムのインテリジェント化についての議論

のまとめとして、現状と動向に関する調査研究を進

めている 。ここでは、その主な内容と和歌山県工業

技術センターにおける関連研究課題の一部を紹介す

る。

2. 生産システムのインテリジェント化とは

製造品目や生産形態及び加工設備、加工内容等に

より生産システムそのものが異なる 。モデルとして、

図面または仕様が提供され、設計及び機械・部品加

工を行う中小企業を中心に想定している 。また、イ

ンテリジェント化のイメージは各研究者の専門担当

分野によって差異がある 。例えば、生産に関するデ

ータのコンピュータによる管理と意志決定支援、コ

ンピュータ内計算機情報と製造現場情報の一致、内

外変動要因に対する迅速柔軟な対応性、生産ノウハ

ウとして成長・継承可能なシステムなどがあげられ

る。本調査研究ではインテリジェント化を理想化と

して考えることとし、仮想工場のイメージに甚づい

てシステムを構成する 。その機能等についてのキー

ワードとして以下のような項目をあげている 。

・自己診断機能を有する自律分散処理機能

・CAD/CAM/CAE/CA Tの統合

・NC工作機械、ロボ ット

・自動搬送、自動倉庫

・端末入力装置、生産管理装置、 FA制御装置

・ネ ットワーク (LAN, WAN) 

・リアルタイムの双方向通信、高速データ伝送

• 分散処理、協調作業

・データの自己更新、自己増殖、自已矛盾解消

• 生産計画、指示、生産状況の情報

・治具、エ具、 NCデータなどの加工準備清報

・加工機の制御状況などの加工中情報

．稼働率、品質、実績などの加工結果情報

・デー タベースの自己増殖・推論機能

・ユーザーカスタマイズ機能

・優れたマンマシンインターフェース

・階層化と分散処理、拡張性、移植性、発展性

・自動プログラミング

・エ具管理（個々の特性、寿命）

・オートスケジューリング

• 各種シミュレーション機能

・適応制御、加工ノウハウデータベース

・異常監視、適応制御

研究動向についての、文献調査は過去10年以内程

度の学協会論文・機関誌、商業誌（解説 ・事例）、企

業レポート等を対象とし、企業事例、公設試験研究

機関の事例は以下のポイントをインテリジェント化

の対象としている。

・シミュレーシ ョン機能

・自動判定機能

・知識処理機能

・デー タベースを利用した作業

・データの設計から製造まで一元化利用

・状態の監視制御機能

但し、単なる自動化や搬送のロボット化、 DNC、

状態表示、市販CAD/CAMの利用などは対象外とし

ている 。

3. 調査研究のまとめ

工業技術センターでは平成 4年度から 6年度まで

AI技術の生産工程への応用に関する研究を行ってお

り、平成 9年度からは機械システムの異常診断及び

工具破損、寿命予知システムの開発に取り組む。こ

れらの研究成果及び研究目標も事例としてとりあげ

ている 。

調査研究結果は平成10年度に発刊の予定で進めて

おり、現在は分析• まとめの段階にあるが、企業事

例等については引き続き収集している 。

なお、本調査研究は研究会幹事である関口博氏（エ

業技術院機械技術研究所）の指導のもと全国50近〈

の公設試験研究機関の研究者が参画している。

(1)工業技術連絡会議機械金属連合部会 機械分科会

インテリジェント生産システム研究会
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製革業における環境問題への取り組み
(1996年国際タンナーズ協 会会議報告書から）

皮革分場分場長石i 原 紆i 武

．
 

． 

1996年 4月20日・21日の 2日間、香港において、

国際タンナーズ協会総会が開催されました。日本タ

ンナーズ協会から出されたその報告書には、環境問

題に関する厳しい発言が見られたので紹介します。

①環境対策は、世界中でバランスか とれていなけ

ればならない。イタ リアではタンナーが集中してい

る各地区に巨額を投じて 9つの大きな廃水処理施設

を設け 、規制値を満たすために多大の投資を行って

いる 。しかしながら、現在、多くの国において環境

問題に全く無関心な所もある 。これは、国際市場の

競争の中でフェアでない状況であり、世論に対し、

イメージをダウンさせている 。

② ECO-TOXラベル*I を制定することができた。

労 働I貫習や環境面に起因する販売価格に反映させな

くてはならない諸経費がふくらみ続けている 。我々

は、責任ある業界として、規制値かほとんど敷かれ

ていない国と比べた場合、非常に厳しい立場に立た

されている 。しかしながら、最近になって、発展途

上国においてもこうい った問題に対する意識が高ま

りつつあり、変化が出始めている 。

③ 1995年のICT活動報告の中では、環境管理、有害

物質 （殺菌剤と殺虫剤を含む）の規制、ライフ・サ

ィクルの分析、そしてエコ・ラベルの制定まで、総

括と各国商況報告の概要を除いた全てが環境に関連

している 。その中でも 、「海、河川、湖沼に放流され

る排水に対する法規制が、先進国と発展途上国の間

で異なっているわけでないが、関連の法規制の実施

状況がバラバラであることが気がか りである 。固形

廃棄物の埋立地での処分や、大気汚染に対する取り

締まりか、西ヨーロ ッパやアメリカ以外のはとんど

の国では、厳しさに欠けている 。先進国の間では、

統一汚染管理、または有毒物質放流一覧表 とい った

形のものがますます重要にな ってきており、 業界間

の情報交換が必要である 。」と述べている。

④ユニード*2 が発展途上国への技術援助の主要

目標である 5分野の中でも「革及び関連産業におけ

る環境保護、クリーン な技術の導入、排水管の末端

処理 （これには密集した鞣工場用として共同処理場

の設置をふくむ）」 が取り上げられている 。

⑤ま た、ユニードの技術支援のもとで、ブルンジ、

ィンド、ケニア、マラウイ 、モザン ビーク、タ ンザ

ニア、ベトナム、ザンビアの各地に産業規模の鞣製

廃水処理場が設置された。これらの処理場はその地

域の他の製革工場にと ってモデル的な役割を果たし

た。この経験が、コロ ンビア、エチオピア、タ ンザ

ニア、マダガスカルの製革工場に提供され、フラン

スとプラジルにおける大規模処理場の性能改善に助

言するに至った。また、東南アジアの製革産業にお

ける公害防止計画には、環境にやさしい技術の導入、

先進国における工場内での研修と人材養成、研究所

やテスト実証工場の設立、専門化した情報や資料の

整備、中小規模の製革工場の密集地における廃水処

理場の設箇、固形廃棄物の処理、副産物の利用等多

くの事項について盛り込まれている 。中国、イ ンド、

ィンドネシア、ネパール、 パキスタン、タイ等の諸

国が本ユニードに参加しており、インドのマ ドラ ス

に現地本部を置いている 。

以上のように、世界中で皮革製造工場における廃

水処理ならびに種々様々な廃棄物の適正な処理を行

うように努力が続けられている 。また、先進国のみ

ならず発展途上国においても環境への適正な対応が

国際的に義務づけられてきていることを示している。

もしも適正な処理か行われず、 費用もかけていない

ような国があれば、国際的な非難をあびて、その国

からの革や革製品の輸出が不可能に陥る事態も想定

される 。

皮革分場では、これまで、クロム排水のリサイク

ル利用、ウェットプルーの実用化、省クロム鞣技術

そして副産物の有効利用等のテーマについて 、日 本

技術協会や（柑日本タンナーズ協会と協力して研究開

発に取 り組んで来ました。

現在では、環境にやさしい革の製造技術として非

クロム鞣を取 り上げ、 試験した革について業界の皆

様の種々様々な評価を受けながら、早い時期に現場

での商品化かなされるように努力しています。そし

て副産物の利用についてはゼラチンの高度利用とい

う課題を取り上げております。この研究テーマは、

シェービング屑を原料としたレザーボードのような

比較的低い技術で製造でき、すぐ に近隣の発展途上

国にまねされてしまい 、コ スト面で日本製が競争に

負けてしまうという過去の経験をふまえて取り上げ

たものです。

* 1 ECO-TOXラペル ：品物を製造、 ii'i'{'i、lit梨する 過利において）閑埼

に：，I::をおよ 9まさなし、製品であるという ，；IEIIJJ 

* 2 ユニードUNIDO:IEJ連.T業開発機関
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誌上発表（平成9年4月ー 6月）

題 名 発表誌名 著 者

Adsorption of Organic Weakly Basic Ion Journal of Chemical Engi- 吉向L ‘十 渉

Exchanger neering of Japan, 吉田弘之＊

（弱塩甚性イオン交換樹脂による有機酸の吸着一平衡ー） Vol.30,No.3 p.396-405 1997 （＊大阪府立大学）

Treatment of Carboxymethyl Cellulose 繊維学会誌 武尾正弘＊ 中岡元信

using a Combind Process of Ozonation and 平成 9年 4月 第53巻 4号 畑 敬司＊ 高田英資＊

Biodegradation p.125-130 前田嘉通＊

（オゾン酸化と生分解によるカルポキンメチルセルロースの分解） （＊姫路工大）

Mineralization and Desulfonation of Journal of FERMENTATION 武尾正弘＊ 長山武也＊

3-Nitrobenzenesulfonic Acid by Alcaligenes AND BIOENGINEERING 高谷 健＊ 前田嘉通＊

sp.GA-1 V ol.83, N o5, p.505-509 1997 中岡元信

(3ニトロベンゼンスルホン酸のAlcaligenes （＊姫路工大）

属細菌による脱スルホンと無機化）

著者紹介

題名

絵ときイント ラネ ット TCP/IPバイブル

著

井口信和

者 発行社

卸オーム社

平成 9年 5月30日発行

． 
センター見学状況（平成9年4月ー 6月）

月 日 団 体 名 人数

4月18日 中小企業振興公社共同受注グループ 22 

4月23日 鳥取県議会土木商工常任委員会 11 

4月25日 海南市商工会議所 和歌山県漆器商工業協同組合 29 

5月13日 ソニーテ クトロニクス（株） 5 

5月22日 第 1回 「紀の国ふれあいバス」 58 

5月27日 ノーリ ツ鋼機閥 2 

6月 2日 和歌山マルチメディア研究会 15 

6月 3日 鳥取県商工労働部工業振興課，工業試験場，土木部建築課 4 

6月 3日 紀の国ふれあいバス 有功幼稚園P.T.A 50 

6月 5日 闊ケムコ 4 

6月19日 和歌山高校総合学科 1年生 80 

6月23日 兵庫県村岡町杜氏組合 40 

6月25日・26日 耀の国女性県政セミナー 180 

おわびと訂正

技術情報誌テクノリ ッジNo.223号に誤りがありましたので、おわぴしますとともに訂正をお願いします。

至口旦9ヽ 正

3ページ職員の所属及び専門分野 3ページ職員の所属及び専門分野

システム技術部（機械システム担当） システム技術部（機械システム担当）

研究員 伊東隆喜 研究員 伊東隆喜 4) 
4)工学修士

編集後記

本号では、本年 4月に米国で開催された会議

で、研究発表を行った久保田主任研究員の報告

を中心に、各部で行われている最近の研究内容

を紹介しました。

平成9年7月28日印刷 平成9年7月30日発行
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